
《今月の海上安全標語》 ～ 点検しましょう ！～

膨張式ライフジャケットは点検が必要です。本体に穴が開いていないですか？ スプールは大丈夫ですか？
ボンベは錆びていたり、使用済みではないですか？ 安全ピンは外れていませんか？ ぜひ確認を!!
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表紙の言葉
「干しダコ」（淡路市）

No.707   September. 2015

	 ２	 ようそろ

	 ３	 豊かな瀬戸内海を目指す
	 	 「瀬戸内海環境保全特別措置法の改正」への動き

	 ４	 但馬地区の沖合底曳網漁業・ベニズワイガニのカニカゴ漁解禁
	 	 第13回	ＪＦマリンバンク全国大会

	 ５	 明石市議会議員の勉強会
	 	 兵庫県水産技術センター研究発表会

	 ６	 「兵庫のり」をミラノ万博でＰＲ

	 ７	 淡路市立石屋小学校で干しダコ作り

	 ８	 のり養殖技術研修会

	 ９	 コープこうべ第４地区活動本部	漁船に乗って漁師体験

	 10	 ワシントン州知事ら友好訪問団来県
	 	 海難事故をなくそう

	 11	 兵庫JCC通信

	 12	 旬に想う
	 	 ジャパン	インターナショナル	シーフードショー	開催

　

さ
て
み
な
さ
ん
、
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

私
は
出
演
し
て
、
賞
品
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
話
を

紹
介
し
ま
す
。

　

同
じ
団
地
に
住
む
気
の
合
う
家
族
同
士
が
よ
く
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

中
に
テ
レ
ビ
関
係
の
方
が
い
ま
し
た
。
そ
の
人
か
ら
、
関
西
テ
レ
ビ
新
社

屋
移
転
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
鉄
棒
に
夫
が
ぶ
ら
下
が
り
、
妻
は
夫
に
ぶ

ら
下
が
っ
て
そ
の
時
間
を
競
う
企
画
が
あ
る
の
で
出
場
し
て
み
な
い
か
と

い
う
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
34
歳
。
体
力
に
は
多
少
自
信
が
あ
っ
た
も
の
の
鉄
棒
と
は
あ

ま
り
縁
が
な
く
、乗
り
気
で
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
優
勝
賞
品
が
良
い
ら
し
い
」
と
の
話
も
あ
り
、結
局
、

仲
間
か
ら
私
も
含
め
４
組
の
夫
婦
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
神
戸
地
区
予
選
で
す
。
前
日
は
仕
事
で
遅
く
な
っ
た
の
で
、“
顔
だ
け
出
せ

ば
い
い
か
”
と
考
え
て
い
た
し
、会
場
に
は
、消
防
士
や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
タ
イ
プ
の
若
い
方
が
や
る
気
満
々

の
様
子
…
。
ど
う
見
て
も
負
け
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
と
み
ん
な
早
く
脱
落
し
、
あ
れ
よ
あ
れ

よ
と
い
う
間
に
勝
ち
上
が
り
、
な
ん
と
神
戸
地
区
代
表
に
！　

そ
の
ま
ま
番
組
ス
タ
ッ
フ
に
連
れ
ら
れ
て

関
西
テ
レ
ビ
新
社
屋
に
行
き
、
テ
レ
ビ
の
生
中
継
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
勝
会
場
は
、
予
選
と
同
じ
よ
う
に
鉄
棒
が
用
意
さ
れ
、
司
会
は
局
ア
ナ
と
映
画
評
論
で
お
な
じ
み
の

某
大
御
所
。
近
畿
の
各
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
７
組
が
紹
介
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
決
勝
戦
開
始
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
夫
が
妻
を
お
ん
ぶ
し
た
り
、
妻
が
夫
の
正
面
か
ら
抱
き
つ
い
た
り
な
ど
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
ぶ
ら
下

が
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
後
３
分
く
ら
い
し
て
か
ら
徐
々
に
脱
落
し
始
め
ま
し
た
。
１
組
落
ち
る
ご
と
に
嫁
さ
ん
が
耳

元
で
囁
き
ま
す
。

　
「
ま
た
落
ち
た
わ
…
」

　

残
り
２
組
に
な
っ
た
時
、
大
御
所
が
、
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
両
方
の
嫁
さ
ん
を
比
較
し
て
、

　
「
田
中
さ
ん
の
ご
主
人
が
不
利
で
す
ね
～
」

　

す
か
さ
ず
、
嫁
さ
ん
が
耳
元
で
囁
き
ま
す
。

　
「
絶
対
落
ち
た
ら
あ
か
ん
！
」

　

湧
き
あ
が
る
笑
い
を
こ
ら
え
て
、７
分
以
上
ぶ
ら
下
が
っ
た
後
、つ
い
に
私
た
ち
夫
婦
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　

優
勝
賞
金
と
副
賞
の
授
与
式
を
迎
え
ま
し
た
。
副
賞
は
７
組
す
べ
て
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、
大
勢
の
前

に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
箱
を
１
つ
選
択
す
る
仕
組
み
で
し
た
。
優
勝
し
た
私
た
ち
は
１
番
に
選
ぶ
権
利
が
あ
っ

た
の
で
、
さ
っ
そ
く
箱
を
選
ん
だ
ま
さ
に
そ
の
時
、
今
度
は
落
語
家 

桂 

雀
々
さ
ん
が
耳
元
で
囁
き
ま
し

た
。

　
「
こ
こ
や
、
こ
こ
や
…
」

　

少
し
悩
ん
だ
の
で
す
が
、
雀
々
さ
ん
の
言
う
通
り
に
変
更
し
た
ら
、
な
ん
と
女
性
用
高
級
腕
時
計
。
で

も
、
変
更
し
な
け
れ
ば
乗
用
車
（
三
菱
ギ
ャ
ラ
ン
）
で
し
た
…　

あ
～
ぁ
！

　

何
は
と
も
あ
れ
、
優
勝
賞
金
で
一
緒
に
参
加
し
た
仲
間
に
焼
肉
を
ご
馳
走
出
来
た
こ
と
と
、
賞
金
の
残

り
で
買
っ
た
ソ
フ
ァ
ー
と
食
卓
は
今
で
も
使
っ
て
い
ま
す
し
、
嫁
さ
ん
の
言
い
つ
け
を
守
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
、
こ
の
テ
レ
ビ
出
演
は
我
が
家
に
と
っ
て
大
き
な
ご
褒
美
と
な
り
ま
し
た
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

大
き
な
ご
褒
美
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

組
織
統
括
本
部
長　

田 

中　

稔 

彦

“頂いた命を、美味しく頂く”
　自分で調理した食べ物は美味しく感じる気がしません
か？
　この写真は、淡路市立石屋小学校６年生の児童が干し
ダコづくりに挑戦した時の一枚です。
　活きたタコが、様々な手順を経て干しダコに仕上がって
いくなかで、子どもたちの気持ちは「気持ち悪い」から「食
べてみたい」に変わっていたように感じました。
　自分で調理するということで、技術の継承や知恵、食べ
物への感謝など多くのことを学ぶことが出来るのではない
でしょうか？
　初めて挑戦した干しダコで作った料理は、忘れられない
味になることでしょう…



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部

改
正
法
案
が
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
先
月

号
で
速
報
し
た
と
お
り
、
８
月
10
日
（
月
）

参
議
院
議
員
会
館
で
自
民
、
公
明
、
民
主
、

維
新
４
党
議
員
が
出
席
し
て
瀬
戸
内
海
再
生

議
員
連
盟
（
４
月
15
日
超
党
派
議
連
と
し
て

再
出
発
）
総
会
が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
各
党

合
意
の
修
正
法
案
を
最
終
案
と
し
て
承
認
す

る
と
と
も
に
、
８
月
中
に

参
議
院
成
立
、
９
月
上
旬

に
衆
議
院
で
の
成
立
を
目

指
し
て
全
力
を
尽
く
す
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
議
院
で
は

８
月
25
日
（
火
）、
27
日

（
木
）
に
環
境
委
員
会
の

議
を
経
て
、
翌
28
日
に
本

会
議
に
上
程
さ
れ
可
決
成

立
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
末
松 
信
介
参
議
院

議
員
（
議
連
事
務
局
長
・

兵
庫
）
が
法
案
の
趣
旨
説

明
及
び
質
疑
対
応
な
ど
、

大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ

ま
し
た
。
10
年
を
超
え
る

特
措
法
見
直
し
運
動
は
、

よ
う
や
く
第
一
関
門
を
通

過
し
ま
し
た
が
、
９
月
に

入
り
情
勢
は
混
沌
と
し
て

き
ま
し
た
。
衆
議
院
で
の
法

案
審
議
日
程
が
決
ま
り
、
環

境
委
員
会
に
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 

山
田 

隆
義
会
長
も
出
席

要
請
を
受
け
、
準
備
を
進
め

て
い
た
折
、
突
然
の
開
催
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
与
党
が

安
保
法
案
を
強
行
採
決
す
る

と
の
情
報
か
ら
与
野
党
間
が

混
乱
し
、
国
会
審
議
も
先
行

き
が
見
え
ず
、
委
員
会
開
催

も
先
送
り
も
し
く
は
白
紙
に

戻
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
で
は
、
超
党

派
議
連
が
よ
う
や
く
纏
め

上
げ
参
議
院
で
可
決
さ
れ
た
法
案
が
、
政
争

の
煽
り
で
再
び
先
送
り
、
あ
る
い
は
次
の
臨

時
国
会
で
出
直
し
さ
れ
る
こ
と
は
耐
え
難
い

と
し
て
、
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事
を
は
じ

め
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
国
会
縁
故
の
関
係
漁
連
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
を
通
じ
て
国
会
へ
の

働
き
か
け
を
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

関
係
各
位
の
ご
努
力
で
事
態
は
好
転
し
つ
つ

あ
り
、
本
日
（
９
月
10
日
）
現
在
、
国
会
で

は
安
保
関
連
法
案
な
ど
の
混
乱
と
は
切
り
離

し
、
明
日
11
日
（
金
）、
衆
議
院
環
境
委
員

会
が
開
催
さ
れ
る
と
の
情
報
を
得
て
い
ま

す
。
政
局
は
常
に
流
動
し
て
お
り
、
先
の
見

通
し
は
全
く
読
め
ま
せ
ん
が
、
環
境
委
員
会

で
改
正
法
案
が
採
決
さ
れ
れ
ば
、
本
会
議
へ

の
道
筋
は
確
実
に
開
け
て
き
ま
す
。
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
で
は
今
後
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

必
要
な
対
応
を
図
り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

瀬戸内海再生議員連盟の様子（８月10日）

豊
か
な
瀬
戸
内
海
を
目
指
す

 
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
改
正
」
へ
の
動
き

拓水707号（2015年９月）3

法案成立を訴える兵庫県 井戸知事（８月10日）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
農
林
中
央
金
庫
共

催
の
「
第
13
回
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク

全
国
大
会
」が
7
月
21
日（
火
）東
京・

港
区
の
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。『「
水

産
日
本
の
復
活
に
向
け
て
」
～
基
盤

強
化・事
業
実
績
確
保
へ
の
挑
戦
～
』

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
大
会

に
は
、
全
国
か
ら
貯
蓄
推
進
委

員
、
優
良
Ｊ
Ｆ
女
性
部
、
Ｊ
Ｆ

信
漁
連
、
県
Ｊ
Ｆ
、
Ｊ
Ｆ
全
国

女
性
連
の
関
係
者
等
約
１
６
０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
ま
ず
、
兵
庫
か

ら
Ｊ
Ｆ
林
崎 

田
沼 

政
男
組
合

長
、
Ｊ
Ｆ
津
名 

中
田 

勝
組
合

長
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
地

域
推
進
功
労
者
51
名
と
、
昨
年

度
下
期
の
全
国
統
一
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
優
績
県
域
代
表
者
５
名

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
続
く
、
事
業
実
績
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

石
川 

和
彦
参
事
、
Ｊ
Ｆ
福
岡

信
漁
連 

資
金
管
理
部
業
務
推

進
課 

桑
原 

豊
和
係
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
事
例
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浜
と
の
接
点
強
化

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
「You 

Tube

」
に
動
画
の
掲
載
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
や
、「
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン

ク 

浜
の
応
援
団
」
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
紹

介
さ
れ
、
大
会
宣
言
は
満
場
の
拍
手

を
も
っ
て
採
択
し
、
盛
会
裡
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

第
13
回 

Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
全
国
大
会

Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連

　
９
月
１
日（
火
）

か
ら
但
馬
の
主
幹

漁
業
で
あ
る
沖
合

底
曳
網
漁
業
と
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
カ

ゴ
漁
業
が
３
ヶ
月

間
の
休
漁
期
間
を

経
て
解
禁
と
な
り

ま
し
た
。

　
初
セ
リ
は
、
９

月
２
日
（
水
）
に

但
馬
の
各
港
（
津

居
山
・
柴
山
・
香

住
・
浜
坂
・
諸
寄
）

で
行
わ
れ
、
沖
合

底
曳
網
で
獲
ら
れ

た
ア
カ
カ
レ
イ
、

ハ
タ
ハ
タ
な
ど
が

次
々
に
水
揚
げ
さ

れ
、
浜
は
活
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

沖
合
底
曳
網
漁
で

は
９
月
～
10
月
は

カ
レ
イ
類
・
ハ
タ

ハ
タ
・
ノ
ド
グ
ロ

な
ど
が
中
心
に
水

揚
げ
さ
れ
、
11
月

６
日
（
金
）
に
解
禁
さ
れ
る
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
、
３
月
～
４
月
の
ホ
タ
ル
イ
カ

な
ど
様
々
な
魚
種
を
対
象
に
来
年
５

月
31
日
（
火
）
ま
で
漁
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
９
月
４
日
（
金
）
に
は
香

住
西
港
で
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
初
競

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
畿
圏
唯
一

の
水
揚
げ
港
で
あ
る
香
住
港
に
は
報

道
陣
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
ち
ら

も
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
今
漁
期
の
操

業
安
全
と
豊
漁
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

ＪＦ兵庫漁連 但馬支所

但馬地区の沖合底曳網漁業・
ベニズワイガニのカニカゴ漁が解禁
　～９月１日に一斉解禁～

豊かな但馬の海の幸が沢山見られました

林家 三平一門との記念撮影
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８
月
11
日
（
火
）「
平
成
27
年
度
兵
庫
県

立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー
研
究
発
表
会
」
が
明
石
市
二
見
町
の
同

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
１
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、同
セ
ン
タ
ー

が
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
の
か
、
兵

庫
県
で
は
ど
の
よ
う

な
漁
業
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
等
を
広
く

一
般
県
民
に
紹
介
す

る
も
の
で
、
同
セ
ン

タ
ー
見
学
会
と
併
せ

て
、
毎
年
、
夏
休
み

の
こ
の
時
期
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
同
研
究
発
表
会

は
、
午
後
か
ら
行
わ

れ
、「
試
験
研
究
結

果
報
告
」
と
し
て
各

研
究
員
か
ら
３
件
の

報
告
が
あ
り
ま
し

た
。（
別
表
参
照
）

　
併
せ
て
「
漁
業
者

活
動
実
績
発
表
」
と

し
て
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
青

壮
年
部 

濱
根 

秀
樹

部
長
か
ら
「
漁
協
青

壮
年
部
に
よ
る
水
産

教
室
の
取
組
み
」、

Ｊ
Ｆ
沼
島
女
性
部 

中
元 

は
る
み
部
長

か
ら
「
沼
島
の
活
性

化
の
取
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
２
件
に
つ
い
て

は
、
来
年
春
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る
全
国

青
年
・
女
性
漁
業
者

交
流
大
会
に
て
発
表

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
今
回
の
い
ず
れ
の
発
表
も
、
こ
れ
か
ら
の

水
産
の
技
術
開
発
に
重
要
な
研
究
課
題
で
、

漁
業
者
や
系
統
団
体
、行
政
、市
民
団
体
等
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
参
加
者
は
真
剣
に
聴
き

入
り
、
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
意
見
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平成27年度 兵庫県水産技術センター研究発表会 開催

　
明
石
市
漁
業

組
合
連
合
会

（
橋
本 

幹
也
会

長
：
Ｊ
Ｆ
江

井
ヶ
島
）
は
８

月
10
日
（
月
）

兵
庫
県
水
産
会

館
に
て
「
平
成

27
年
度
勉
強

会
」を
開
催
し
、

集
ま
っ
た
明
石

市
議
会
議
員
や

関
係
者
約
30
名

と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
同
連
合
会
と
議
員
が
意
見

を
交
わ
し
、
豊
か
な
水
産
物
に
恵
ま
れ
る

明
石
市
を
盛
り
上
げ
、
地
元
で
の
消
費
拡

大
を
図
る
目
的

で
、
平
成
25
年

か
ら
始
ま
り
今

回
で
３
回
目
と

な
り
ま
す
。
ま

ず
、
橋
本
会
長

よ
り
「
生
産
者

サ
イ
ド
か
ら
何

が
出
来
る
の
か
、

皆
さ
ん
と
意
見

を
交
わ
し
考
え

て
い
く
会
に
な

れ
ば
」
と
挨
拶

さ
れ
た
後
、
Ｊ

Ｆ
西
二
見 

山
本 

章
等
組
合
長
か
ら
「
さ

か
な
の
ま
ち 

あ
か
し 
～
漁
業
者
の
立
場

か
ら
見
る
『
地
産
地
消
と
食
育
』～
」
と

題
し
、
明
石
市
内
の
漁
業
概
要
や
学
校
給

食
へ
の
食
材
提
供
や
料
理
教
室
開
催
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
け
て
山
本
組

合
長
が
「
マ
ダ
コ
の
水
揚
げ
は
多
い
が
、

市
内
の
消
費
量
は
少
な
い
。
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
本
当
に
美
味
し
い
魚
の
味
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
ど
う
す
れ
ば
魚
を
食
べ

て
も
ら
え
る
の
か
、
皆
さ
ん
の
知
恵
を
お

借
り
し
た
い
」
と
発
言
さ
れ
、
水
産
物
消

費
に
つ
い
て
話
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
ら
か
ら
は
、
学
校
給
食
へ
の
参
入
に

関
す
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
飲
食

店
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
提
案
な
ど

様
々
な
話
が
飛
び
出
し
、
活
発
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

明
石
市
議
会
議
員
の
勉
強
会
を
開
催

　
～「
食
育
」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

発  表  内  容 研  究  者  名
兵庫県大阪湾・紀伊水道におけるオニオコゼの
資源特性と資源管理について 五利江重昭（水産技術センター資源部 主席研究員）

兵庫県における渓流魚発眼卵放流について 増田　恵一（内水面漁業センター 主席研究員）
漁協青壮年部による水産教室の取組み 濱根　秀樹（ＪＦ浜坂青壮年部 部長）
沼島の活性化の取組みについて 中元はるみ（ＪＦ沼島女性部 部長）
アサリの養殖について 安信　秀樹（水産技術センター増殖部 主席研究員）

発表順：敬称略

挨拶をする橋本会長

議員から発言がありました

活発な活動状況を報告された濱根部長沼島での様々な取り組みを発表された中元部長
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会場の皆さんの評価は上々 イタリア風おにぎらずの完成です！

　
２
０
１
５
年
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
が
「
地
球
に

食
料
を
、
生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」
を
テ
ー
マ
に

１
４
５
カ
国
の
参
加
の
も
と
、
５
月
１
日
～
10
月
31

日
ま
で
の
１
８
４
日
間
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
様
々
な
食
文
化
や
食

料
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
日
本
館
は
『
共
存
す
る
多
様

性
』
を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
和

食
や
日
本
食
文
化
の
知
恵
と
技
、
農
林

水
産
業
や
食
へ
の
取
組
み
等
に
つ
い
て

紹
介
し
て
お
り
、
連
日
、
入
館
に
60
分

以
上
の
待
ち
時
間
と
い
う
参
加
国
内
で

一
番
の
人
気
パ
ビ
リ
オ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
館
内
に
は
イ
ベ
ン

ト
広
場
が
設
け
ら
れ
、
各
県
・
市
・
団

体
が
交
代
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
、
兵

庫
県
は
７
月
16
日
～
19
日

の
４
日
間
、
世
界
に
向
け

て
兵
庫
の
特
産
品
と
し

て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
、
丹

波
の
黒
豆
、
揖
保
の
糸
、

神
戸
ビ
ー
フ
、
淡
路
の
玉
ね
ぎ
、
灘
の

清
酒
、
明
石
焼
き
、
そ
し
て
、
観
光
で

は
世
界
遺
産
の
姫
路
城
等
が
日
替
わ
り

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
兵
庫
の
り
」
の
出
番
は
、
兵
庫
県

最
終
日
の
19
日
の
午
後
か
ら
で
し
た
。

ま
ず
、
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
は
「
ノ
リ
は
和
食
に

欠
か
せ
な
い
。
栄
養
価
の
素
晴
ら
し
い

食
材
で
あ
り
ま
す
」
と
さ
れ
た
の
に
続

い
て
、
日
本
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る

お
に
ぎ
ら
ず

4

4

4

4

4

を
紹
介
し
「
ど
の
国
の
具

材
を
挟
ん
で
も
美
味
し
い
で
す
よ
」
と

世
界
に
向
け
て
大
い
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
イ
タ
リ
ア
人
シ
ェ
フ
の
よ

る
お
に
ぎ
ら
ず

4

4

4

4

4

の
作
り
方
の
実
演
と
と

も
に
、
生
ハ
ム
と
チ
ー
ズ
、
生
バ
ジ
ル

を
挟
ん
だ
“
イ
タ
リ
ア
風
お
に
ぎ
ら

ず
”
が
４
８
０
食
分
配
ら
れ
、
会
場
の

皆
さ
ん
か
ら
は
ボ
ー
ノ
、
デ
リ
シ
ャ
ス

と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
2
時
間

が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

ＪＦ兵庫漁連

「兵庫のり」をミラノ万博でＰＲ！
　～イタリア風おにぎらずの実演も～

井戸知事、山田会長をはじめとする関係者で鏡割り兵庫県ＰＲの看板、隣りには兵庫のり
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９
月
２
日
（
水
）
淡
路
市
漁
業
振
興
協
議

会
（
Ｊ
Ｆ
一
宮
町 

社
領 

弘
会
長
）
主
催
の

「
お
魚
教
室
」
が
淡
路
市
岩
屋
の
市
立
石
屋

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、

こ
れ
ま
で
兵
庫
県
漁
業
士
会
が
中
心
に
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
同
振
興

協
議
会
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
合
わ
せ

る
と
今
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
日

の
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
は
約
20
名
で
、
同
協
議

会 

社
領 

弘
会
長
、
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋 

東
根 

壽
組
合
長
と
県
・
淡
路
市
職
員
に
加
え
、
Ｊ

Ｆ
洲
本
炬
口 

竹
岡 

千
尋
組
合
長
、
Ｊ
Ｆ
育

波
浦 

魚
住 

幸
市
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
兵

庫
と
和
歌
山
県
、
徳
島
県
の
漁
業
士
の
皆
さ

ん
が
集
合
し
ま
し
た
。

　
対
象
の
６
年
生
約
40
人
は
、
最
初
に
、
各

県
漁
業
士
の
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
干
し
ダ

コ
づ
く
り
。
ま
ず
、
お
手
本
と
し
て
県
洲
本

農
林
水
産
振
興
事
務
所
水
産
課 

田
村 

一
樹

さ
ん
が
、
マ
ダ
コ
の
急
所
を
突
く
と
一
瞬
で

真
っ
白
に
な
る
こ
と
を
実
演
し
、
タ
コ
の
生

態
や
作
業
手
順
を
解
説
し
な
が
ら
、
手
際
よ

く
干
し
ダ
コ
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員

に
活
き
た
タ
コ
が
手
渡
さ
れ
、
い
よ
い
よ
挑

戦
で
す
。
活
き
の
よ
い
タ
コ
を
〆
る
作
業
に

手
こ
ず
り
な
が
ら
も
、
各
講
師
か
ら
内
臓
の

取
り
方
や
包
丁
の
使
い
方
を
教
え
て
も
ら

い
、
思
い
思
い
、
形
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、前
も
っ
て
準
備
さ
れ
た
タ
コ
飯
、

ワ
カ
メ
の
み
そ
汁
、
チ
リ
メ
ン
、
味
付
け
の

り
と
海
の
幸
い
っ
ぱ
い
の
昼
食
を
担
当
し
た

講
師
と
一
緒
に
と
り
、
最
後
に
田
村
課
員
か

ら
、
ク
イ
ズ
を
交
え
た
「
淡
路
市
の
漁
業
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
日
作
っ
た
干
し
ダ
コ
は
、
学
校
で

数
日
間
吊
る
さ
れ
た
後
、
各
自
持
ち
帰
り
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
活
き
た
タ
コ
か

ら
干
し
ダ
コ
を
作
る
作
業
や
、
海
や
漁
業
の

話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
体
験
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

干しダコ作りをしっかり学びました

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

淡
路
市
立
石
屋
小
学
校
で
干
し
ダ
コ
作
り

上手に包丁を使えるようになりました

昼食時には子どもたちと交流
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
９
月
１
日
（
火
）
明
石
市
の
兵
庫
県
立
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 

隆

義
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
平
成
27
年
の
り
養
殖
技

術
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
満
員
と
な
っ

た
会
場
に
は
県
内
ノ
リ
生
産
者
・
行
政
な
ど
関
係

者
ら
約
１
４
０
名
が
集
ま
り
、
熱
心
に
聴
講
さ
れ

ま
し
た
。

　
研
修
会
は
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
、
今
年
は

ノ
リ
生
産
時
に
お
け
る
品
質
・
衛
生
管
理
や
、
協

業
体
の
実
例
の
ほ
か
、
消
費
流
通
事
情
や
海
上
安

全
対
策
な
ど
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。（
題
目
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。）

　
「
今
後
求
め
ら
れ
る
品
質
・
衛
生
管
理
」
で
は
、

大
手
海
苔
商
社
で
品
質
衛
生
管
理
を
担
当
さ
れ
て

い
た
㈱
中
野
海
苔 

中
島
社
長
室
長
か
ら
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
消
費
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
分
析
の

結
果
、
品
質
面
で
は
、
そ
の
多
く
が
原
料
（
乾
ノ

リ
）
由
来
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
異
物
や
異
味
・

異
臭
原
因
物
質
が
ノ
リ
内
部
に
漉
き
こ
ま
れ
な
い

よ
う
、
生
産
時
で
の
品
質
管
理
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
衛
生
面
で
は
、

加
工
場
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
を
写
真
で

説
明
さ
れ
、
管
理
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
実
例
報
告
と
し
て
、
Ｊ
Ｆ
神
戸
市 

森
本 

明
副
組
合
長
が
「
す
ま
う
ら
の
協
業
に
つ

い
て
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
色
落
ち
問
題
や
経

費
増
大
な
ど
の
諸
課
題
に
対
処
す
る
た
め
協
業
化

に
踏
み
切
り
、
平
成
26
年
に
「
す
ま
う
ら
水
産
有

限
責
任
事
業
組
合
」
を
仲
間
と
共
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
シ
フ
ト
制
に
よ
り
労
働
時
間
が
短
縮
し
た

こ
と
な
ど
、
コ
ス
ト
削
減
効
果
が
紹
介
さ
れ
る
と

と
も
に
、
各
漁
業
者
が
得
意
と
す
る
作
業
の
技
術

を
集
約
し
た
こ
と
で
、
生
産
性
が
向
上
し
た
こ
と

な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
い
ず
れ

の
講
演
・
報
告
に
も
関
心
が
高
く
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

ＪＦ兵庫漁連 のり海藻事業本部

平成27年 
　のり養殖技術研修会 開催
　　～ノリ養殖について様々な角度で研修～

「施設・器機の衛生管理が重要」と中島室長

森本副組合長の実績報告

題　　　　目 講　師 ・ 発 表 者
今後求められる品質・衛生管理 （講演） 中島　和宏（㈱中野海苔 社長室長）
海苔加工場（乾海苔生菌数）調査でわかったこと （研究報告） 田中　忠幸（ＪＦ兵庫漁連 品質管理室長）
平成26年度の漁場環境について
　～なぜ色落ち被害が少なかったのか～ （研究報告） 竹迫　史裕（ＪＦ兵庫漁連 兵庫のり研究所 主任研究員）

すまうらの海苔協業について
　～協業で何が変わったのか～ （実績報告） 森本　　明（ＪＦ神戸市 副組合長）

海苔の消費流通動向について （講演） 藤井　弘治（海苔産業情報センター 代表）
のり養殖時の安全対策について （報告） 北野　隆志 第五管区海上保安本部交通部安全課 専門官

（発表順 敬称略）
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８
月
６
日
（
木
）、
コ
ー
プ
こ
う
べ
第
４

地
区
の
子
供
た
ち
23
名
が
、
Ｊ
Ｆ
赤
穂
市 

坂
越「
海
の
駅
」で
行
わ
れ
た「
漁
船
に
乗
っ

て
漁
師
体
験
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
坂
越
で
の
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
体
験
漁
業
の

取
組
み
は
、
昨
年
、
ひ
ょ
う
ご
の
地
魚
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通
称
「
と
れ
ぴ
ち
」）
と

し
て
開
始
し
た
と
こ
ろ
大
好
評
を
博
し
、
今

年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
２
班
に
分
か
れ
て
漁
船
に
乗
り

込
み
、
ア
ナ
ゴ
籠
と
定
置
網
の
引
き
上
げ
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
漁
場
に
向
か
う
間
、
子
供
た
ち
は
船
の
操

舵
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
引
き
上
げ
の

際
も
自
分
た
ち
で
ロ
ー
プ
を
引
い
て
、
実
際

の
漁
業
と
同
じ
体
験
を
し
ま
し
た
。
次
々
と

上
が
っ
て
く
る
ア
ナ
ゴ
籠
に
は
ア
ナ
ゴ
以
外

に
も
タ
コ
や
ネ
ブ
ト
な
ど
の
小
魚
も
入
っ
て

い
ま
し
た
。
初
め
て
生
き
た
魚
を
触
る
子
供

た
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
、
日
常
の
生
活
で
は
経

験
の
で
き
な
い
体
験
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
定
置
網
の
引
き
上
げ
で
も
、

小
ア
ジ
や
ス
ズ
キ
な
ど
た
く
さ
ん
の
魚
が

入
っ
て
お
り
、
網
を
引
き
揚
げ
た
と
た
ん
に

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
海
か
ら
戻
る
と
、
魚
の
三
枚
お
ろ
し
や
タ

コ
の
塩
も
み
体
験
し
て
、
獲
れ
た
魚
は
漁
業

者
が
調
理
し
、
み
ん
な
で
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。
昼
食
後
に
は
、
兵
庫
の
漁
業
と
環
境
に

つ
い
て
の
学
習
を
し
、
最
後
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
20
日
（
木
）
に
も
、
コ
ー
プ

こ
う
べ
第
３
地
区
の
親
子
26
名
が
参
加
し
た

同
様
の
体
験
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
漁
業
を
通
じ
て
、
消
費

者
の
方
々
に
魚
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
も
ら

い
地
魚
の
普
及
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
は
体
験
漁
業
を

受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
生
産
者
の
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
ょ
う
ご
の
魚
の
お
い
し
さ
を
伝
え
、
漁

業
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
に
ぜ
ひ
お
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
！

船の操船体験

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

広
報
部

コ
ー
プ
こ
う
べ
第
４
地
区
活
動
本
部

　

漁
船
に
乗
っ
て
漁
師
体
験

アナゴ籠の引き揚げ体験

タコの塩もみ魚の三枚おろし体験

獲れた魚で昼食
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９
月
２
日（
水
）、

兵
庫
県
と
姉
妹
提

携
を
結
ん
で
い
る

米
ワ
シ
ン
ト
ン
州

（
以
下
：
Ｗ
州
）

か
ら
Ｊ
・
イ
ン
ズ

リ
ー
知
事
ら
32
名

の
友
好
訪
問
団
が

兵
庫
県
を
訪
れ
、

神
戸
市
内
の
ホ
テ

ル
で
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
Ｗ
州
を
訪
問
し

た
県
民
交
流
団
関

係
者
や
各
界
代
表
者
ら
約
１
５
０
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
と
Ｗ
州

は
１
９
６
３
年
に
姉
妹
提
携
し
、
一

昨
年
、
Ｗ
州
で
行
わ
れ
た
50
周

年
記
念
事
業
に
は
本
県
か
ら
井

戸 

敏
三
知
事
ら
約
２
５
０
人
の

交
流
団
が
同
州
を
訪
れ
、
大
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
県

民
交
流
団
の
一
員
と
し
て
漁
業

代
表
４
名
も
同
行
し
て
お
り
、

お
礼
も
兼
ね
て
今
回
の
集
い
に

参
加
し
ま
し
た
。
席
上
、
井
戸

知
事
は
「
２
年
前
、
Ｗ
州
訪
問

で
は
大
勢
の
方
々
か
ら
温
か
い

歓
迎
を
受
け
た
。
返
礼
と
し
て

は
や
や
少
人
数
だ
が
心
を
込
め

て
歓
迎
し
た
い
。
今
日
、
県
公

館
で
記
念
植
樹
い
た
だ
い
た
木

の
成
長
以
上
に
Ｗ
州
と
交
流

し
、
親
交
を
深
め
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
、
イ
ン
ズ
リ
ー
知
事
も
「
両
県
州

の
友
好
の
道
筋
を
つ
け
て
頂
い
た
先

人
の
お
陰
で
、
井
戸
知
事
や
県
民
の

皆
さ
ん
と
さ
ら
に
友
好
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
た
。
井
戸
知
事
の
友

情
に
心
か
ら
感
謝
す
る
」
と
答
礼
さ

れ
ま
し
た
。

　
石
川
憲
幸
県
議
会
議
長
の
乾
杯
で
始

ま
っ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
Ｗ
州
の
ワ

イ
ン
と
福
寿
の
酒
で
終
始
和
や
か
に

進
み
、（
公
財
）
国
際
交
流
協
会 

齋
藤 

富
雄
理
事
長
の
挨
拶
で
閉
宴
し
ま
し

た
。
今
回
の
訪
問
団
は
行
政
、
議
会
、

産
業
界
か
ら
総
勢
50
名
余
で
、
翌
日

か
ら
姉
妹
都
市
関
係
先
を
親
善
訪
問

さ
れ
る
よ
う
で
す
。
両
県
州
の
一
層
の

交
流
を
祈
念
し
ま
す
。 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

井戸知事とインズリー知事が握手を交わす

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

膨張式ライフジャケット（FN-80）は従来品に比べ、非常にコン
パクト！
動きやすく、膨張作動用の紐も引っかかりにくい！
もちろん浮力
は十分にあり
ます！
是非、お試し
下さい！

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ 国土交通省の型式承認試験基準に合格したものではありませ

んので、一人乗りの漁船の場合、ライフジャケットを着用して
ください。

海難事故をなくそう！

是非、着用を！

膨張式ライフジャケット（FN-80）
モデル：ＪＦ兵庫漁連 のり検査部  宗和 正樹さん

井戸知事と２年前のＷ州訪問関係者

姉妹提携の絆をさらに深めよう！
　ワシントン州知事ら友好訪問団来県

モデル：ＪＦ兵庫漁連 組織統括本部
田中 稔彦 本部長　
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　神戸医療生活協同組合では、神戸協同病院５階
病棟が「緩和ケア病棟」へと生まれ変わりました。
最上階ということもあり、とにかく明るいという
ことに加え、全体の色調を抑え落ち着いた感じの
病棟になりました。５月の内覧会では、医療関係
者、職員、組合員、合わせて約500名の方が見学
に訪れ、組合員からは「明るいなぁ、きれいなぁ、
でも元気でおらんとな」「畳の部屋がある。やっ
ぱり畳は落ち着くなぁ」という声が聞かれました。
　みなさんの思いを集め、協力してできた「緩和
ケア病棟」。みなさんに褒めていただいた病棟の
外観に見合うようなケアを展開していきたいと思
います。
　また、６月下旬に完成したビルの３階の一部
と４階を全９戸のサービス付き高齢者向け住宅

「きょうどうの家」としてオープンしました。坂
の多い地域にお住いのご高齢のご夫婦からは「同
じ街で今までのデイサービスを利用しながら在宅
での生活を継続できると思い申し込んだ」と言わ
れました。入居相談を受けていると、障害を抱え
ながらも自分らしく生活できる場所を真剣に探さ
れている人々の思いを強く感じます。「病院が近
い」「商店街の中なので、雨でも買い物に行ける」

「坂がない」という利点を最大限に生かし、入居
者とともにその人らしくいつまでも元気で暮らし
ていける住宅を作っていくことが私たちに求めら
れていると感じます。そして、「地域包括ケア」
の一つの拠点になれたらと夢は広がります。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

ＪＡ兵庫六甲　
　ＪＡ兵庫六甲 三田営農総合センターは、このほ
ど、七星ソース株式会社（篠山市）と連携し、三
田産のトマトを使用した「三田とまと使用 とんか
つソース」の販売を開始しました。加工品の販売
拡大で、農業所得の向上やトマトの生産振興につ
なげることが目的です。
　三田市では同ＪＡの三田とまと部会15人が年間
約14ｔのトマトを生産しています。原料は規格外品
を活用し、トマトの風味を生かした甘味のあるソー
スに仕上げました。１本（270ミリリットル）550円

（税別）。
　同ＪＡの農
協市場館 パス
カルさんだ一
番館や、パス
カルさんだフ
ラワー店など
15店舗で販売
する予定です。
パスカルさん
だ一番館では

「 独 特 の 甘み
があり、肉料
理にとどまら
ず、野菜にも
合うので様々
な料理に使っ
てほしい」と
話しています。

三田産トマト使用
オリジナルソース新登場

緩和ケア病棟と
高齢者向け住宅がオープン

誘い合って内覧会にお越しいただきました（緩和ケア病棟）畳のある病室が好評です（緩和ケア病棟）

　問い合わせは
　　農協市場館パスカルさんだ一番館
　　　℡ 079-563-7744

トマトの風味を生かした
「三田とまと使用 とんかつソース」
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　（一社）大日本水産会主催のジャパン インターナショナ
ル シーフードショーが今年も８月19日（水）から３日間、
東京ビッグサイト（東京国際展示場・江東区有明）で開催
され、国内外18ヶ国３地域から783社、約1,200小間の出展
があり、国内外から約32千人が会場を訪れました。
　この催しは農林水産省をはじめ政府関係機関、全漁連や
全国加工協等業界団体、諸企業、米国ほか20ヶ国在外公館、
日本貿易振興機構（ジェトロ）、日本スーパーマーケット
協会等々約70社が後援者に名を連ねる全国最大規模の水産
食品展示会です。17回目となる今年は「すしEXPO 2015」

「WORLD SUSHI CUP JAPAN 2015」の同時開催、最先
端の水産技術、水産物消費等各種セミナー、シンポジウム
や“さかなクン”が参加して親子おさかな学習会、ファスト
フィッシュ、プライドフィシュなど水産物の消費拡大と魚食普及に関する様々な情報が広く発信されていまし
た。海外からの参加者も多く、場内では様々な言語が飛び交い、関心の高さに驚かされました。
　兵庫からは、ＪＦ兵庫漁連や香住水産加工協の会員ら２団体17社が出展され、兵庫の海の幸をＰＲしました。
香住加工協から出展されていた㈱ハマダセイ（浜田工場長）、マルヤ水産㈱（長谷川氏）が香住ガニ（ベニズワ
イガニ）むき身加工品を試食ＰＲ中のところ、話を伺うと「産地や商品知識、価値や市場性など、残念ながら
殆ど知られていない。試食してもらい、商品説明すると美味、調理の多様性、流通の利便性など高評価で感触
は上々。見積依頼など商談糸口が開かれそうだ」とのことでした。

◆
『
天
災
は
忘
れ
ら
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
』は
寺
田
寅
彦
の
名
言
と
し
て
知

ら
れ
る
が
、
こ
の
言
葉
通
り
の
文
章
は
ど
の
著
書
に
も
出
て
い
な
い
。『
雪
の

結
晶
の
研
究
』で
著
名
な
弟
子
の
中
谷
宇
吉
郎
が
新
聞
社
の
依
頼
で
「
天
災
」

と
い
う
短
文
を
書
い
た
際
、
先
の
言
葉
を
師
の
言
葉
と
し
て
引
用
（
？
）、
千

古
の
名
言
だ
と
評
し
て
掲
載
し
た
。
こ
れ
が
一
人
歩
き
し
て
世
評
と
な
っ
た

も
の
ら
し
い
。
著
書
に
は
出
て
い
な
い
が
、
常
々
先
生
か
ら
聞
い
て
い
た
「
師

の
言
葉
」に
相
違
な
く
嘘
で
は
無
い
と
述
懐
し
て
い
る
。
実
際
、
天
災
は
思
わ

ぬ
時
に
発
生
し
多
く
の
犠
牲
を
伴
う
。
地
震
・
暴
風
・
津
波
・
洪
水
は
、
何
ら

前
触
れ
な
く
襲
来
し
、
大
暴
れ
し
て
去
っ
て
行
く
。
自
然
界
の
異
変
を
予
知
す

る
の
は
全
く
不
可
能
な
の
か
。

◆
先
人
は
雲
を
睨
み
風
を
読
み
、
天
気
の
変
化
を
素
早
く
察
知
し
て
行
動
し

た
。
こ
の
教
訓
は
今
も
生
き
て
い
る
。
雨
の
日
、
デ
パ
ー
ト
や
飲
食
店
の
売
上

げ
は
二
割
ほ
ど
減
少
す
る
と
い
う
が
、
行
楽
地
も
手
持
ち
無
沙
汰
を
余
儀
な

く
す
る
。反
面
、映
画
館
や
パ
チ
ン
コ
店
は
盛
況
で
賑
わ
う
。夏
が
涼
し
い
と
、

ク
ー
ラ
ー
や
ビ
ー
ル
の
売
上
が
伸
び
悩
み
何
億
も
の
減
収
に
繋
が
る
。
天
候

が
大
い
に
影
響
す
る
業
界
で
あ
る
。
此
れ
ら
の
企
業
で
は
気
象
の
情
報
収
集

と
分
析
が
重
要
な
戦
略
と
な
り
、
少
し
の
異
常
も
敏
感
に
察
知
す
る
。
こ
こ
に

天
気
予
報
士
と
い
う
職
業
が
成
り
立
つ
。
人
工
衛
星
・
気
象
レ
ー
ダ
ー
・
ア

メ
ダ
ス
・
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
等
の
、
様
々
な
情
報
を
ス
パ
コ
ン
で
分
析
し
、
的
中

率
が
グ
ー
ン
と
向
上
し
た
よ
う
で
あ
る
が
…
。

◆
災
害
は
ぎ
っ
く
り
腰
と
同
じ
と
言
っ
た
人
が
い
た
。
自
分
は
関
係
無
い
と

思
っ
て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
災
難
に
遭
遇
す
る
。
油
断
禁
物
な
の
で
あ
る
。
災
害

予
知
は
人
類
の
夢
で
あ
り
、
各
種
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
成

果
に
結
び
付
く
の
は
何
時
の
こ
と
か
。
南
米
ペ
ル
ー
沖
で
の
海
水

温
上
昇
が
原
因
で
、
寒
波
が
起
き
た
り
ド
カ
雪
が
降
り
、
日
本
の
暖

冬
も
モ
ロ
ッ
コ
の
旱
魃
も
関
係
が
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
。
エ
ル
・

ニ
ー
ニ
ョ
は
ス
ペ
イ
ン
語
「
神
の
子
」の
意
と
い
う
。
や
は
り
、
自

然
現
象
は
全
て
神
の
御
手
に
委
ね
る
し
か
無
い
の
だ
ろ
う
か
。

◆
ナ
マ
ズ
は
地
震
の
前
に
異
常
行
動
を
起
こ
す
と
い
う
が
、
グ
ラ
ッ

と
来
て
も
動
か
ぬ
時
も
あ
っ
て
科
学
的
根
拠
は
薄
弱
だ
と
い
う
。

『
天
災
ば
か
り
は
科
学
の
力
で
も
、
そ
の
襲
来
を
中
止
さ
せ
ら
れ

な
い
』と
、
先
の
寺
田
寅
彦
が
書
い
て
い
る
。
科
学
が
進
み
、
ど
ん

な
に
生
活
様
式
が
変
っ
て
も
、
自
然
現
象
に
は
太
刀
打
ち
出
来
な

い
よ
う
で
あ
る
。
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
長
く
詳
細
不
明
だ
っ
た

が
、
今
は
地
球
表
面
を
覆
っ
て
い
る
十
数
枚
の
プ
レ
ー
ト
が
相
互

に
動
く
事
で
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
起
き
る
津

浪
が
怖
い
。
東
北
地
方
を
襲
っ
た
地
震
と
巨
大
津
波
は
、
近
辺
の

街
々
を
壊
滅
的
に
痛
め
つ
け
た
。
海
か
ら
防
波
堤
を
越
え
て
駆
け

登
っ
て
ゆ
く
波
浪
の
物
凄
さ
に
、
驚
愕
し
戦
慄
を
覚
え
た
の
を
思

い
出
す
。

००
写真と文

༡ํࢠ

防災の日

赤
ク
ロ
ー
バ
ー
に
揚
羽
蝶

ジャパン インターナショナル シーフードショー 開催
　～東京ビッグサイトに約800社が出展～
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